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教員、大学院生の多数のご参加をお待ちしています！



【ショートアブストラクト】

複素環骨格は、医薬品や農薬などの多岐にわたる物質に見られる重要な骨格であり、
「環境調和型合成化学」で求められている「アトムエコノミー」や「ステップエコノミー」の
観点からも、効率的な新規複素環構築法の開発が望まれている。これまでに、演者ら
は、アルキン化合物の反応性に注目して、「環境調和型合成化学」を意識した新規な
連続反応に関する研究を行ってきている。
本日は、我々が最近開発した複素環合成法として、「Claisen転位反応」や「環化異
性化反応」、「ヘテロ-エンインメタセシス反応」を経由する連続反応について紹介する。
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